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設計値 実測値 設計値との差
測　　　点 摘　　　要

測定結果一覧表

請 負 者

測 定 者事 務 所 福井　太郎

福井コンピュータ

集水桝・マンホール工 集水桝

管理基準値

規　格　値

A B C=B-A D

No.20

No.19

No.18

No.17

No.16

No.15

No.14

No.13

No.12

No.11+1.0

No.10
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No.6

No.5
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No.3

No.2

No.1
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10.100

10.090

10.080

10.070
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10.140
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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-10

0

+10
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±30

±30

±30

±30

±30

±30

±30

±30

±30

±30

±30

±25
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±25
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±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

±25

基準高 ▽

印

印



く い 打 成 績 表 1

工 事 名

請負者

測定者 印

印

打込箇所

く い くい番号

打 込 み く い 径
モンキー
の 重 さ

モンキー
の落下高

沈 下 量 打撃回数 平均沈下量 支持力P 摘 要

月 日 (cm) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

設計支持力

t4

w1

t3

h1

t1 w2 t2

h2

t5
▽

く い 配 置 図

公 式

11月7日

11月6日

11月5日

11月4日

11月3日

11月2日

11月1日

No.7

No.6

No.5

No.4

No.3

No.2

No.1

10.060

10.060

10.060

10.040

10.020

10.020

10.020

0.140

0.150

0.160

0.150

0.140

0.150

0.160

0.140

0.150

0.160

0.150

0.140

0.150

0.160

0.140

0.150

0.160

0.150

0.140

0.150

0.160

▽ t1 t2 t3

m m m

サンプル工事

福井コンピュータ

福井　太郎



く い 打 成 績 表 2

工 事 名

設計支持力

t4

w1

t3

h1

t1 w2 t2

h2

t5
▽

く い 配 置 図

公 式

サンプル工事

工 種 名 集水桝

請負者 印福井コンピュータ

測定者 印福井　太郎

くい打
ち止り
先　端
深　さ

ハンマーの
平均落下高

平 均
貫 入 量

ハンマー
重 量

月 日

くい打込み

く い
番 号

測 定
し た

くい打ち止り
1 0 回 打 撃 時

くい打ち止り
時のリバウン

測定した
くいのみ

く い
の 偏
位

くいの
破　損
状　況

摘 要
打ち込み
公式によ
る支持力

ド量( )

( ) ( ) ( ) ( )

11月7日

11月6日

11月5日

11月4日

11月3日

11月2日

11月1日

No.7

No.6

No.5

No.4

No.3

No.2

No.1

10.060

10.060

10.060

10.040

10.020

10.020

10.020

0.140

0.150

0.160

0.150

0.140

0.150

0.160

0.140

0.150

0.160

0.150

0.140

0.150

0.160

0.140

0.150

0.160

0.150

0.140

0.150

0.160

m mt1 t2 m mt3



ケーブル値

緊 張 順 序

計
算
値

ケーブル値

緊 張 順 序

伸び量
( )

誤　差
( )

計
算
値

伸び量
( )

誤　差
( )

横桁横締緊張管理図
→ 方

床版横締緊張管理図
→ 方

横桁横締

床版横締

δm=

δm=

m/cm2

m/cm2

Δl=

Δl=
計
算
値 ※横締の緊張管理は、計算値と同じ緊張力で緊張し、計算された伸び量(Δl)に対し　

実測値の伸び量の誤差を±10%で管理する。

測定者

請負者

印

印

No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7No.1

備考02備考03備考04備考05備考06備考07備考01

0.020 0.020 0.040 0.060 0.060 0.0600.020

0 -10 0 +10 0 -10+10

0.020 0.030 0.040 0.050 0.060 0.070

No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7No.1

0.150 0.150 0.150 0.150 0.150

0.150 0.140 0.150 0.160 0.150 0.1400.160

0 -10 0 +10 0 -10+10

bikou01 bikou02 bikou03 bikou04 bikou05 bikou06bikou00

0.150

0.150

10.010

0

+30

-30

0

-20

m

m

m

m

mm

mm

福井コンピュータ

福井　太郎

中 心
計
算
値

中 心
計
算
値



度 数 表

作 業 機 械 名

測 定 方 法

間 隔

大 き さ

測 定 単 位

品 質 特 性

名 称

設 計 基 準 値

最 小

最 大 至

自

規 格 限 界

試 料

工 事 名

日 標 準 作 業 量

事 務 所 名

請 負 者

現 場 代 理 人

測 定 者 名

測 定 期 間

印

印

NO. クラス
xi

代表値
わりふり
データの

fi
度数

R

計x0 =

 C =

(1)-(2)
(1)
x max

(2)
x min

uifi 組ui

計 組=

N = n =

Su
上限値
格

SL
下限値
規

Vx
  V   V   V 合 否 CV

|Su-SL| |SL-x| |Su-x| |Su-SL| 対 す る 処 置
ゆ と り ゆとりに 変動係数

SL
又は -x
Su

対 象 番 号

管理限界の

4. |Su-SL|:両側規格の場合のみ、Su及びSLに対する「ゆとり」の検討と併せて行う。

3. Su:規格値の上限値とする。　SL:規格値の下限値とする。

　算した際のxの値とするほかヒストグラムによって得たxの値とする。

1. 管理限界線の引き直しごとに「ゆとり」の検討を行うものとする。

[注]　 規格値に対する「ゆとり」の検討において  x0 :表の中心に近い任意のxを選んでx0とする。x0=

 …等の各値の最大値と最小値の範囲R'=最大値x-最小値x=
試験値の範囲:x-Rs-Rm管理において平均値x、x-R管理においてはx1、x2…

R'
組みわけ数

C :組みわけ範囲の幅は1/10～1/5とする。C= =

x : ×C+x0=
Σfi

Σuifi

C
R

=V :

  V
x

 CV :

「 ゆ と り 」 の 検 討 表

ヒストグラムによる規格値に対する「ゆとり」の検討

規格:
 V

|Su又はSL-x|

0
0

5
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-15
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0

0

サンプル工事 △△課

福井コンピュータ

福井一郎

福井　太郎

2. x:x-R管理図において管理限界線の計算をした際のxの値、又はx-Rs-Rm管理図では管理限界線を計
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